
ー

は
じ
め
に

1
薄
田
泣
菫
と
与
謝
野
鉄
幹・
品
子

「
詩
人・
薄
田
泣
雖」
の
死
は
次
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
た。

班
田
泣
堅
氏
（
詩
人、
本
名
洋
介）
去
る
九
日
尿
甜
症
の
た
め、
岡
山

県
述
島
町
の
自
宅
で
死
去。
享
年
六
十
九、
著
世
に
詩
染「
ゆ
く
春」「
荘

笛
梨」
等
が
あ
る

〈
「

朝
日
新
聞」
昭
和
二
0
年J
O
月
l

八
日）

代
表
作
「
あ
あ
大
和
に
し
あ
ら
ま
し
か
ば」
を
収
め
た
詩
集
「
白
羊
宮」

（
明
治
三
九
年
五
月）
に
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い。
泣
塑
は、
明
治
四
0
年

以
降、
詩
作
は
減
少
し、
明
治
四
五
年
よ
り
大
阪
師
日
新
岡
社
学
芸
部
に
勤

務
し、
大
正
八
年
に
は
学
芸
部
長
と
な
っ
て
い
る
（
注
1)。
侮
日
新
冊
社

時
代
の
泣
梃
の
随
箪
作
品
等
に
つ
い
て
は、
「
茶
話」
に
代
表
さ
れ
る
泣
班

の
随
節
は、
征
日
新
聞
社
社
貝
と
し
て
執
箪
さ
れ、
右
の
記
事
は
「
朝
8
新

闘」
の
も
の
で
あ
る
と
は
い
え、
全
く
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず、
そ
の
扱
い
は

小
さ
い、
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い。

「
芥
川
直
姫
「
地
獄
変」
原
稿」
と
い
う
見
出
し
で
新
聞
紙
上
（「
朝
日
新

闘」
11
0
0
七
年ー
ニ
月
ニ―
日）
に
芥
川
龍
之
介
の
原
稿
の
「
発
見」
が

報
じ
ら
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
が、
こ
れ
は
同
紙
に
よ
る
と
「
大
阪
師

日
新
冊
社
学
芸
部
長
を
勤
め
た
博
田
泣
雖
(
1
8
7
7
1
1
9
4
5)
の
孫

ら
追
族
が
出
身
地
の
倉
敷
市
へ
04
年
に
寄
陥
し
た
逍
品
の
中
か
ら
見
つ
か
っ

た」
も
の
で
あ
っ
た。
そ
の
原
稿
を
倉
敷
市
立
中
央
図
密
館
で
展
示
さ
れ
る

こ
と
を
報
じ
た、
二
0
0
八
年
二
月
八
日
付
「
朝
日
新
聞

岡
山
全
県
版」

の
記
事
に
よ
る
と、
「
研
究
者
の
間
で
は
幻
と
さ
れ
て
い
た
「
地
獄
変
j

の

直
節
原
稲
を
含
む
逍
品
五
0
点
は、
市
立
美
術
館
の
特
別
屎
で
以
前
公
開
さ

れ
た
が、
注
目
さ
れ
な
か
っ
た。
昨
年
12
月、
薄
田
泣
艇
顕
彰
会
の
依
頻
で

愈
敷
市
を
訪
れ
た
片
山
宏
行・
脊
山
学
院
大
教
授」
ら
が
「
改
め
て
学
術
的

価
値
を
見
い
だ
し、
益
新
発
見ク
と
し
て
発
表
し
た」
と
の
経
緯
が
報
じ
ら

れ
て
い
る
（
注
2)。
こ
の
「
発
見」
も
芥
川
の
新
府
科
と
し
て
報
じ
ら
れ

た
も
の
で、
泣
部
は
戦
後、
岡
山・
倉
敷
と
い
う
地
元
に
あ
っ
て
さ
え、
い

わ
ば
「
忘
れ
ら
れ
た
詩
人」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
感
が
深
ま
る。

泣
狼
は
岡
山
県
倉
敷
市
連
島
の
出
身
で
あ
る。
「
あ
あ
大
和
に
し
あ
ら
ま

し
か
ぱ」
の
詩
碑
は
昭
和
二
九
年、
倉
敷
市
辿
島
町
西
之
補、
厄
神
社
税
内

に
建
立
さ
れ、
尽
力
し
た
日
笈
耽
之
介
の
銘
文
も
刻
ま
れ
て
い
る
（
注
3)。

加

藤

美

奈

子

薄
田
泣
菫
『

暮
笛
集』

と
与
謝
野
晶
子
『

み
だ
れ
髪』

ー
新
体
詩
「
尼
が
紅」
「
兄
と
妹」、
『
み
だ
れ
髪』
同
時
代
評
を
め
ぐ
っ
て

||＇
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研
究
柑
と
し
て
は、
松
村
緑
「
薄
田
泣
業
考」
（
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー

昭
和
五
二
年
九
月）
が
殆
ど
唯一
の
泣
部
を
対
象
と
し
た
研
究
術
で
あ
る
と

言
え
る。
著
者
の
束
京
女
子
大
学
名
営
教
授•
松
村
緑
は、
同
魯
の
「
著
者

紹
介」
に
よ
る
と、
明
治
四
二
年、
岡
山
市
に
生
ま
れ
て
い
る。
「
天
下
の

宵
年
層
の
愛
誦
す
る
所
と
な
っ
た」
（
同
世
二
三
四
頁）
が
故
に
諸
説
あ

っ
た
「
公
孫
樹
下
に
た
ち
て」
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
公
孫
樹
を、
津
山
市
の

長
法
寺
に
特
定
す
る
な
ど
（「「
公
孫
樹
下
に
た
ち
て」
考」
同
柑
ニ―
九

頁）、
実
証
的
な
論
が
示
さ
れ
て
い
る。

親
族
に
よ
る
回
顧・
記
録
と
し
て
は、
思
田
え
み
「
薄
田
泣
巡
の
世
界」
（
岡

山
文
匝
二
四
五

日
本
文
京
出
版

平
成一
九
年
二
月）、
滴
谷
昭
夫
（
泣

競
の
長
女
が
母、
泣
路
と
親
交
の
深
か
っ
た
同
じ
く
岡
山
出
身
の
画
家・
満

谷
国
四
郎
の
甥
が
父
で、
泣
班
の
孫
に
あ
た
る）
「
泣
部
残
照
ー
博
田
泣
班

関
辿
査
科
を
中
心
に」
（
創
元
社

二
0
0
三
年一
月）
が
あ
り、
同
柑
に

も
詩
碑
建
立
の
経
紺
が
示
さ
れ
て
い
る
（
同
由

四
0
頁）。

ま
た、
薄
田
泣
韮
顕
彰
会
事
務
局
の一＿
i

宅
昭
三
氏
に
よ
り、
「
泣
競
小
伝・

こ
（
翌
田
泣
塑
顕
彰
会

平
成一
四
年
五
月）
か
ら
「
泣
雖
小
伝・
七
ー
拾

遺
篇
ー」
（
班
田
泣
巡
顕
彩
会

平
成
二
0
年
七
月）
ま
で
の
小
冊
子
七
冊

が
発
刊
さ
れ
て
お
り、
同
顕
彩
会
の
会
報
「
泣
班」
（
平
成
二
0
年
九
月
に

第一
五
号
ま
で
刊
行）
と
併
せ、
地
元
の
倉
敷
で
は
主
と
し
て
こ
の
会
を
中

心
に
泣
犯
の
顕
彩
が
な
さ
れ
て
い
る。

私
が
研
究
対
象
と
し
て
き
た
の
は
与
附
野
品
子
だ
が、
上
京
前、
堺
に
あ

っ
た
品
子
も
泣
塑
の
作
品
に
深
い
OO、心
を
寄
せ
て
い
た。
「
明
星」
第一
0

号（
明
治
三
四
年；
月）
に、
鉄
幹
に
宛
て
た
書
簡
か
ら
の
引
用
が
掲
戦
さ
れ、

そ
の
中
に
「
す
き
な

／＼
泣
班
さ
ま
の
た
め
に、
あ、
し
て
か
か
げ
た
ま
ひ

し
君
う
れ
し
く
候」
と
い
う一
文
が
見
出
さ
れ
る。
こ
れ
は
「
明
星」
第
八

号
（
明
治
三
1二
年―
一
月）
の
巻
頭
に、
泣
巡
の
新
体
詩
「
破
甕
の
賦」
(

E

荘

笛
集」
所
収）
が、
大
き
く
掲
戟
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る。
与
謝

野
鉄
幹
は、
創
刊
し
た
雑
誌
「
明
星」
に
泣
班
の
作
品
発
表
の
楊
を
提
供
し

た
だ
け
で
な
く、
泣
巡
の
作
品・
詩
集
を
鑑
ft．
評
価
す
る
作
品
を
発
表
す

る
な
ど
（
注
4)、
友
人
と
し
て
の
交
流
も
含
め、
互
い
の
関
係
は
緊
密
な

も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る。

品
子
と、
山
川
登
美
子・
増
田
（
茅
野）
雅
子
の
合
同
歌
集
で
あ
る

需心

衣
J

(
明
治
三
八
年一
月）
の
献
辞
に
も、
「
詩
人
薄
田
泣
陥
の
君
に
捧
げ
ま

つ
る」
と
あ
る。
ま
た、
明
治
三
七
年
七
月
に
誕
生
し
た
鉄
幹・
品
子
の
次

男
に
「
秀」
（
後
に
外
交
官。
衆
議
院
議
貝・
与
謝
野
馨
氏
の
父
親）
と
命

名
し
た
の
も
泣
塑
で
あ
っ
た
（
注
5)。

逸
見
久
美
組
「
与
謝
野
究
晶
子
害
簡
集
成」
第一
巻
ー
第
四
巻
（
八
木
街

店
二
0
0
二
年一
0
月
ー
ニ
0
01―一
年
七
月）
に
は、
泣
班
宛
の
也
前
が

ー
一
通
見
出
せ
る
が、
明
治
三
八
年
よ
り、
大
正
期
に
い
た
る
ま
で、
鉄
幹

（
究）
・
品
子
の
泣
巡
に
宛
て
た
杏
簡
が
残
さ
れ
て
い
る。
例
え
ば、
大
正
三

年
五
月
六
日
付
の
品
子
か
ら
の
書
簡
は`

大
阪
毎
日
新
聞
社
宛
に
送
ら
れ
て

お
り、「
申
わ
け
な
き
述
約
の
罪
を
い
か
に
せ
ば
み
許
し
え
候
べ
き」
と
あ
り、

依
頼
さ
れ
た
原
稲
の
遅
延
を
詫
ぴ
る
内
容
に
な
っ
て
い
る。
同
柑
簡
は、「
良
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人
は
そ
の
う
ち
御
目
も
じ
い
た
す
よ
し
申
居
り
候」
と
結
ば
れ
て
お
り、
互

い
の
交
流
は
長
く
絞
い
た
も
の
で
あ
っ
た。

二

薄
田
泣
菫
「
尼
が
紅」
（云
暮
笛
集」

所
収）

と
与
謝

野
晶
子
「
み
だ
れ
髪」

後
年
の
晶
子
は、
自
選
の
「
与
謝
野
品
子
歌
集
j

の
「
あ
と
が
き」
に
お

い
て、
泣
塑
と
自
身
の
作
品
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て、
次
の
よ
う
に
述
懐
し

て
い
る
（
注
6)。

私
が
歌
を
作
り
初
め
た
の
は
明
治
三
十
年
頃
の
二
十
歳
前
後
か
ら
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る。
局
崎
藤
村
氏
の
新
し
い
詩
が
雑
誌「
文
学
界」

に
発
表
さ
れ、
続
い
て
幾
冊
か
の
氏
の
詩
集
が
出
版
さ
れ、
悸
田
泣

雖
氏
が
新
鮮
な
詩
を
多
く
示
さ
れ
た
よ
り
後
の
こ
と
で
あ
る。
私
は

二
氏
に
負
う
所
が
多
い
の
で
あ
る。
（
中
略）

私
は
詩
が
解
る
よ
う

に
な
っ
て
居
な
が
ら、
ま
た
相
当
に
日
本
語
を
多
く
知
り
な
が
ら
表

現
す
る
所
は
泣
艇
氏
の
言
菜
使
い
で
あ
り、
藤
村
氏
の
模
倣
に
過
ぎ

な
か
っ
た。

（
傍
線
引
用
者

以
下
同
断）

「
表
現
す
る
所
は
泣
堕
氏
の
言
策
使
い」
と、
藤
村
と
並
ん
で、
泣
堕
か
ら

の
表
現
上
の
影
響
に
つ
い
て
自
ら
言
及
し
て
い
る。

品
子
の
最
初
の
歌
梨
「
み
だ
れ
嬰j
の
出
版
は、
明
治
三
四
年
八
月、
そ

れ
に
先
だ
っ
て、
金
尾
文
涸
堂
か
ら
明
治
三
二
年―
一
月、
泣
盛
の
最
初
の

新
体
詩
集
「
サな
笛
集」
は
発
刊
さ
れ
た。
後
に
晶
子
の
著
密
を
は
じ
め、
採

録
を
度
外
視
し
た
美
術
的
価
俯
の
あ
る
装
丁・
良
質
の
文
芸
宙
を
刊
行
し
た

へ
ず

こ
と
で
知
ら
れ
る
大
阪
の
柑
罪・
金
尾
文
淵
堂
に
と
っ
て
も
最
初
の
刊
行
物

で
あ
っ
た
（
注
7)。

次
は、
『
姪
笛
集」
巻
頭
の
新
体
詩
「
古
鏡
賦」
か
ら
の
引
用
で
あ
る。

し
か

じ

↑
ふ

こ
は
古
競、
往
に
し
世
に、
／
額
白
か
り
し
上
服
の
／
恋
得
で
嬰
を

裁
ち
し
時、
／
投
げ
て
し
も
の
と、
君
も
見
よ。
（
中
略）�・
�
�

を
と
＂
ご

ひ
に
ひ

ら
し
U

蹂
子
凝
ら
し
、
少
女
子
が
／
玉
の
額
を
な
が
れ
た
る
／
熱
き
血
汐
の

湧
き
か
へ
り、
／
春
の
潮
と
見
る
迄
に、
／
昔
の
歩
の
騒
ぐ
ら
し。

人
だ
り
ご・
り

乱
心
地
の
堪
へ
ざ
る
に、
／
泡
咲
く
酒
の
雫
だ
に、
渇
け
る
舌
に

そ
＞
ら

“
し

う
し
A
C
«

ふ
く
ま
せ
よ、
（
中
略）

背
叩
い
て
面
撫
で
、
‘
／
有
心
者
得
ぬ
と

歌
は
ん
に。

「
額
白
か
り
し
上
脳
の」
「
熱
き
血
汐
の
涌
き
か
へ
り」
「
乱`
心
地
の
堪
へ
ざ

る
に」
「
有
心
者
得
ぬ
と
歌
は
む
に」
と
い
っ
た
表
現
が
見
出
さ
れ、
こ
れ

ら
は、
品
子
の
「
み
だ
れ
髪」

所
収
の
次
の
短
歌
を
直
ち
に
想
起
さ
せ
る。

←

 

額
し
ろ
き
塑
よ
見
ず
や
夕
ぐ
れ
を
海
棠
に
立
つ
春
拶
見
姿

（「
み
だ
れ
要」
120
/
「
明
星」
明
治
三
四
年
七
月）

���
 

四
条
橋
お
し
ろ
い
あ
つ
き
舞
姫
の
ぬ
か
さ
さ
や
か
に
撲
つ
夕
あ
ら
れ

（「
み
だ
れ
要」
305
/
「
明
星」
明
治
三
四
年一
月）

�
�
 

や
は
肌
の
あ
つ
き
血
汐
に
ふ
れ
も
見
で
さ
ぴ
し
か
ら
ず
や
道
を
説
く
君

（「
み
だ
れ
嬰」
26
/
「
明
星」
明
治一――――-
年-
0
月）

み
だ
れ
ご
こ
ち
ま
ど
ひ
ご
こ
ち
ぞ
頻
な
る
百
合
ふ
む
神
に
乳
お
ほ
ひ
あ

(「
み
だ
れ
嬰j
40)
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ぅ

＇
ん
じ
ぐ

屑
お
ち
て
経
に
ゆ
ら
ぎ
の
そ
ぞ
ろ
嬰
を
と
め
有
心
者
春
の
丞
こ
き

（『
み
だ
れ
嬰」
103)

「
み
だ
れ
要」
所
収
の
短
歌
へ
の、
泣
望
の
新
体
詩
の
表
現
の
摂
取
の
あ

と
が
明
ら
か
な
ば
か
り
で
な
<、
[
あ
つ
き
血
汐」
と
い
っ
た
「
み
だ
れ
嬰」

を
最
も
特
色
づ
け
て
い
る
と
さ
れ
る
表
現
に
も
影
靱
関
係
が
見
出
さ
れ
る
の

で
あ
る
（
注
8)。

同
じ
く
「
暮
笛
集」
所
収
の
新
体
詩
「
尼
が
紅」
を
例
と
し
て
見
て
み
た

い。
泣
塑
の
新
体
詩
「
尼
が
紅」
は、
明
治
三一
年
三
月
に
雑
誌
「
新
若
月

刊」
（
注
9)
に
発
表
さ
れ
た
長
詩
で、
後
年、
泣
路
が
詩
を
自
選
し
た
『
泣

競
詩
抄」
の
「
自
序」
で
は、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る。

選
を
す
る
に
あ
た
り、
私
は
た
だ
自
分
の
好
み
に
の
み
し
た
が
つ
て
取

捨
を
き
め
た。
紙
数
が
限
ら
れ
て
ゐ
る
の
で、
荘
笛
集
で
は
尼
が
紅、

二
十
五
絃
で
は
留
神
の
夢
（
中
略）
な
ど
の
長
篇
を
収
容
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
の
を
辿
憾
に
恩
ふ。

昭
和
三
年一二
月

菊
田
淳
介

（
痺
田
泣
笙
「
泣
雖
詩
抄
J

(
岩
波
文
即
一
九
二
八
年
五
月

第一
刷
／一
九
九
九
年
二
月

第
二
五
刷

三
頁）

同
街
の
「
雑
笛
集
よ
り」
に
は、
元
の
「
券
笛
集」
の
半
数
ほ
ど
の
詩
が
所

収
さ
れ
て
い
る
が、
特
に
「
尼
が
紅」
の
採
録
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
昭

和
期
に
な
っ
て
も
惜
し
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
も、
泣
堕
に
と
っ
て
思
い
入
れ

の
あ
る
作
品
で
あ
っ
た
よ
う
だ。
構
成
は、
一
行
七
音・
五
音
で、
四
行
を

一
連
と
し
て‘
1
0
五
連
か
ら
な
る
長
詩
で
あ
る。
内
容
は、
題
が
端
的
に

示
す
よ
う
に、
恋
と
は
無
縁
で
あ
る
ぺ
き
「
尼」
が、
「
許
せ、
沙
尼
が
身

(

I

み
だ
れ
髪」
373
/
「
明
星」
明
治
三
三
年
九
月）

／
暫
し
木
陰
に、
軟
賀
と
き
し
／
実
あ
る
頃
を
忍
ぴ
し
も、
／
乳

��

‘.』

房
さ
は
り
て
吾
胸
の
／
力
あ
る
血
に
気
は
立
ち
ぬ。

↓
春
み
じ
か
し
何
に
不
滅
の
命
ぞ
と
ち
か
ら
あ
る
乳
を
手
に
さ
ぐ
ら
せ

ぬ

（『
み
だ
れ
嬰』
321
/
「
明
星」
明
治
三
四
年
五
月）

↓
ち
か
ら
あ
る
血
を
手
に
さ
ぐ
る
わ
れ
（
新
潮
社
版
「
品
子
短
歌
全
集』

大
正
八
ー
九
年）

ぐIiu
だ

て
ん

七
十一
／
か
の
和
肌
に
手
を
ふ
れ
て、
／
底
の
泉
を
さ
ぐ
り
み
ば、
／
天

浪
漿
か、
枯
木
な
る
／
男
の
知
ら
ぬ
趣
味
を
見
ん」。

�

 

↓
や
は
肌
の
あ
っ
き
血
汐
に
ふ
れ
も
見
で
さ
ぴ
し
か
ら
ず
や
逆
を
説
く

十
五

吸
は
む

恋
あ
り
と」
と、
恋
に
心
を
迷
わ
せ
て
お
り、
そ
の
煩
悶
を
吐
露
し
た、
と

い
う
趣
向
に
な
っ
て
い
る。
以
下、
特
に
顕
著
な
例
を
挙
げ
て、『
み
だ
れ
嬰」

の
短
歌
と
の
表
現
比
較
を
試
み
た
い。
漢
数
字
は、
「
尼
が
紅」
の
各
辿
に

付
さ
れ
て
い
る
番
号
で
あ
る。

を
ん
な

ご

し
と
f

n

三

／
そ
も
女
子
を
岱
ふ
れ
ば
／
珀
目
＜ゞ

る
組
紐
か、
／
姿
ほ
そ
く

も、
吾
恋
の
／
こ
き
紅
に
燃
ゆ
る
哉。

↓
夏
花
の
す
が
た
は
細
き
く
れ
な
ゐ
に
兵
昼
い
き
む
の
恋
よ
こ
の
子
よ

（『
み
だ
れ
捉」
102)

八

／
葛
認
即
に、
釦
苺
の
／
袂
か
け
て
も
秘
め
た
る
を、
／
舟
せ
し

う
な
じ
頚
に
ま
か
ん
に
は
／
あ
ま
り
に
惜
し
き
か
ひ
な
哉。

ut
 

↓
病
み
ま
せ
る
う
な
じ
に
繊
き
か
ひ
な
捲
き
て
熱
に
か
わ
け
る
御
口
を
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（「
み
だ
れ
要」
26
/
「
明
星」
明
治
三
三
年一
0
月）

．
 

↓
ゆ
あ
み
す
る
泉
の
底
の
小
百
合
花
二
十
の
夏
を
う
つ
く
し
と
見
ぬ

（「
み
だ
れ
髪」
39
/
「
小
天
地」
明
治
三
四
年
八
月）

七
十
二
／
燃
ゆ
る
息
の
苦
し
さ
に、
／
知
党
な
き
木
を
か
き
抱
き、
／
暫

し
吾
世
を
泣
く
程
に、
／
冷
え
た
る
幹
を
暖
め
ぬ。

↓
ひ
と
ま
お
き
て
を
り
を
り
も
れ
し
君
が
い
き
そ
の
夜
し
ら
梅
だ
く
と

夢
み
し

（『
み
だ
れ
要』
185
/
「
明
星」
明
治
三
三
年―
一
月）

六

／
春
の
夕
ぐ
れ
只
ひ
と
り、
／
堂
に
た
れ
た
る
丑
陀
羅
に、
／
舟

せ
し
賄
者
の
屑
を
見
て、
／
お
も
む
き
も
な
き
身
を
泣
き
ぬ。

U
い

た

ら

え
ふ

う
り

ば

四
十

／
貝
多
羅
業
の
末
業
み
て、
／
経
思
ひ
で
ん
人
な
ら
ば、
／
お
つ

る
血
汐
の
あ
と
を
み
て、
／
人
哀
と
も
し
の
ば
ん
か。

�

9

9
,＇

,

↓
春
に
が
き
貝
多
糀
葉
の
名
を
き
き
て
症
の
夕
日
に
友
の
世
泣
き
ぬ

（『
み
だ
れ
嬰」
231
/
「
明
星」
明
治
三
四
年
五
月）

八
十
二

吾
劣
ら
め
や
黒
髪
の
／
櫛
に
も
た
へ
で
ほ
ろ

／＼
と、
／

こ
ぼ
る、、
見
れ
ば、
こ
は
如
何
に、
／
緑
の
色
の
あ
せ
に
た
る。

↓
そ
の
子
二
十
櫛
に
な
が
る
る
黒
俣
の
お
ご
り
の
春
の
う
つ
く
し
き
か

（『
み
だ
れ
髭」
6
/
「
小
天
地」
明
治＿―-
四
年
八
月）

「
尼
が
紅」
＝一
連
に
「
姿
ほ
そ
く
も、
吾
恋
の
／
こ
き
紅
に
燃
ゆ
る
哉」

が
あ
る。
「
紅」
は、
紫、
腔
脂
な
ど
と
並
ん
で
「
み
だ
れ
嬰
j

を
最
も
特

色
付
け
る
色
彩
で
あ
る
（
注
10)。

「
夏
花
の
す
が
た
は
細
き
く
れ
な
ゐ
に
真
昼
い
き
む
の
恋
よ
こ
の
子
よ」

な 君

に
は、
泣
凱
の
詩
の、
「
く
れ
な
ゐ」
「
恋」
「
す
が
た
細
き」
と
い
っ
た
表

現
が
揃
っ
て
表
れ
て
い
る。

同
じ
く
三
連
「
こ
き
紅
に
燃
ゆ
る
哉」、
七
十
二
巡
「
燃
ゆ
る
恩」
も、「
い

と
せ
め
て
も
ゆ
る
が
ま
ま
に
も
え
し
め
よ」
（「
み
だ
れ
髪j
320
/
「
明
星」

明
治
三
四
年
七
月）、
「
血
ぞ
も
ゆ
る
か
さ
む
ひ
と
夜
の
夢
の
や
ど」
（「
み
だ

れ
嬰」
4
/「
明
星」
明
治
三
四
年
五
月）
な
ど
の
短
歌
に
印
象
深
く
表
れ
る。

「
尼
が
紅」
十
五
連
に
は
「
乳
房
さ
は
り
て
吾
胸
の
／
力
あ
る
血
に
気
は

立
ち
ぬ」
と
あ
る
が、
-
み
だ
れ
嬰
j

で
は、
「
ち
か
ら
あ
る
乳」
と
な
っ
て

お
り、
「
乳
房」
が
こ
こ
に
投
影
さ
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る。
品
子
は、
後

に
新
潮
社
版
「
晶
子
短
歌
全
集」
（
大
正
八

ー九
年）
で
こ
の
歌
を、
「
ち
か

ら
あ
る
血
を
手
に
さ
ぐ
る
わ
れ」
と
表
現
を
変
え
て
採
録
し
た。
「
乳」
か

ら
「
血」
へ
の
変
更
に
も、
泣
難
の
表
現
が
想
起
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
る。

引
用
し
た
八
連
の
「
か
ひ
な」、
七
十一
連
の
「
和
肌」、
四
十
巡
の
「
貝

多
羅
紫」、
八
十
二
述
の
「
悪
要」・
「
櫛」
な
ど
の
例
に
加
え、
「
尼
が
紅」

に
は、
「
旅
人」・
「
紫」・
「
桃
の
普」・
「
嬰
う
ち
ぬ
れ
て」
と
い
っ
た、
『
み

だ
れ
嬰」
の
中
で
印
象
深
く
表
現
さ
れ
て
い
る
素
材
が
随
所
に
見
出
さ
れ、

「
や
は
肌」・
「
慇
髪」
と
い
っ
た、
「
み
だ
れ
要」
を
特
色
づ
け
る
表
現へ
の

泣
雖
の
影
聾
が
指
摘
出
来
る
の
で
あ
る。
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三

薄
田
泣
蔓
「
兄
と
妹」
（「
暮
笛
集」

所
収）

と
与
謝

野
晶
子
の
「
非
結
婚
主
義」

与
謝
野
品
子
が
自
身
の
「
非
結
婚
主
義
j

を
語
っ
た
文
章
に
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る。

ゃ
ぐ

自
分
は
幼
い
時
か
ら
動
も
す
る
と
死
の
不
安
に
襲
は
れ
て
平
生
少
し
の

病
気
も
な
い
他
か
な
身
体
で
あ
り
な
が
ら
却
て
若
死
を
す
る
気
が
し
て

み

し

｀

な
ら
な
か
っ
た。
（
中
略）
又
十
七
八
歳
か
ら
後
は
露
西
亜
の
ト
ル
ス

ト
イ
の
翻
訳
物
な
ど
を
統
ん
で、
結
婚
は
罪
悪
で
あ
る、
人
植
を
絶
や

し
て
無
に
船
す
る
の
が
人
間
の
理
想
だ
と
云
ふ
様
な
迷
信
が
可
な
り
久

し
い
間
自
分
を
囚
へ
て
居
た
の
で、
自
分
は
固
よ
り、
偶
ま
逢
ふ
同
じ

街
の
友
人
に
も
非
結
婚
主
義
を
熟
心
に
勧
め
た
り
な
ん
か
し
た。

「
私
の
貞
操
観」
（「
雑
記
帳
j

大
正
四
年
五
月）

品
子
が
明
治
三
十
年
頃
の
自
己
を
回
想
し
た
部
分
で
あ
る。
こ
こ
で
注
目
し

た
い
の
は、
「
結
婚
は
罪
悪
で
あ
る、
人
種
を
絶
や
し
て
無
に
帰
す
る
の
が

人
間
の
理
想」
だ
と
す
る
極
端
な
純
潔
論
で、
「
非
結
婚
主
義」
と
い
う
言

業
が
見
出
さ
れ
る。
晶
子
は
こ
の
考
え
を

Fr
ル
ス
ト
イ
の
翻
訳
物」
か
ら

得
た
と
し
て
い
る
が、
ト
ル
ス
ト
イ
の
「
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
・
ソ
ナ
タ」
が
挙

げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う。
ト
ル
ス
ト
イ
の
『
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
・
ソ

ナ
タ
j

の
示
し
た
非
婚
主
義、
男
女
の
間
の
純
潔
を
理
想
と
す
る
思
想
は、

当
時
の
知
絨
人
の
間
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
と
い
う。
そ
の

様
相
は、
川
村
邦
光
『
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
近
代」
（
講
談
社
逍
街

九
九
六
年
九
月）
に
よ
る
と、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い。

ト
ル
ス
ト
イ
は
「
純
潔
は
規
範
や
命
令
で
は
な
く、
理
想
で
あ
る」
と
し、

「
肉
的
恋
愛
す
な
わ
ち
結
婚
は、
自
分
自
身
へ
の
奉
仕
で
あ
る
か
ら
し

し
ょ
う
が
い

て、
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も、
神
と
隣
人
へ
の
奉
仕
の
熙
碍
で
あ

り、
従
っ
て、
キ
リ
ス
ト
教
の
見
地
か
ら
観
れ
ば、
堕
落
で
あ
り、
罪

悪
で
あ
る」`
「
相
と
も
に
協
力
し
て
誘
惑
を
の
が
れ、
自
己
を
消
浄
に

し、
神
と
人
へ
の
奉
仕
を
妨
げ
る
関
係
を
廃
し、
肉
的
愛
情
に
代
え
る

に
純
潔
な
兄
妹
の
関
係
を
も
っ
て
し
て、
卯
悪
を
中
絶
す
る
よ
う
に
精

進
す
べ
き
で
あ
る」
（「
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
，
ソ
ナ
タ
j

米
川
正
夫
訳、
一

九
二
八
年）
と
唱
え
て
い
た。
当
時
の
少
な
か
ら
ぬ
知
滋
人
は
ク
宗
教

家ル
ト
ル
ス
ト
イ
を
崇
拝
し、
:
ト
ル
ス
ト
イ
教ク
に
帰
依
し
て
い
た

の
で
あ
る。

（
同
掛
一
四
三
ー一
四
四
頁）

「
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
・
ソ
ナ
タ」
に
示
さ
れ
た
ト
ル
ス
ト
イ
の
思
想
は、
純
深

を
理
想
と
し、
結
婚
は
「
肉
的
愛
情」
で
あ
る
か
ら、
堕
落
で
あ
り、
罪
悪

で
あ
る
と
見
て
い
る。
「
肉
的
愛
情」
に
代
え
る
「
純
潔
な
兄
妹」
の
関
係

を
も
っ
て
し
て、
罪
悪
を
中
絶
す
る
よ
う
に
精
進
す
べ
き
で
あ
る、
と
す
る

も
の
で
あ
っ
た。
晶
子
は、
当
時
の
知
識
人
の
例
に
漏
れ
ず、
こ
の
思
想
に

傾
倒
し
て
い
た
の
だ
ろ
う。

文
学
的
出
発
を
呆
た
す
以
前
の
品
子
は
「
自
分
は
消
浄
な
女
だ」
（「
婦

人
の
宵
春
時
代」
（「一
隅
よ
り」
明
治
四
四
年
七
月））
と
日
指
的
に
感
じ

て
い
た
と
い
う。
「
自
己
を
消
浄
に」
す
る
こ
と
を
勧
め
る
ト
ル
ス
ト
イ
の

思
想
に
は
共
感
し
た
こ
と
だ
ろ
う。
「
純
潔
な
兄
妹
の
関
係
を
も
っ
て
し
て、

罪
悪
を
中
絶
す
る
よ
う
に
精
進
す
べ
き
で
あ
る」
と
い
う
主
張
が、
当
時
の
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う
れ
し
や、
君
は
う
べ
な
ひ
ぬ、
／
姿
ら
ず
嫁
か
ぬ
天
を
と
め
／
天
つ

蛮
男
の
き
よ
ら
さ
に、
／
き
よ
ら
さ
に
の
み
生
き
む
と
て。
／
／
う
れ

と
こ

し
や、
君
は
う
ぺ
な
ひ
ぬ、
／
今
こ
そ
わ
れ
は
祁
を
と
め、
／
そ
の
た

ぐ
ひ
な
き
喜
ぴ
を
／
今
こ
そ
う
た
へ、
高
ら
か
に。

「
妹」
が
言
う、
「
恋
も
や
が
て
は
い
た
ま
し
き
／
む
ご
た
ら
し
さ
の
力
の

み」
と
い
う
「
む
ご
た
ら
し
さ
の
力」
は、
「
男
ご
こ
ろ
は
狼
の
／
餌
に
う

ち
勝
た
ん
ね
が
ひ
の
み」
と、
肉
欲
の
暗
喩
で
語
ら
れ、
媒
悪
さ
れ
て
い
る。

妹

知
識
人
に、
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
て
い
た
と
あ
っ
た
が、
泣
雖
の
「
古な

笛
染」
に
は、
「
兄
と
妹」
と
姐
さ
れ
た
新
体
詩
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る。

こ
の
詩
は、
交
互
に
「
兄」
と
「
妹」
そ
れ
ぞ
れ
の
側
か
ら
思
い
を、
唱
和

す
る
形
式
に
な
っ
て
い
る。

妹

み
山
の
百
合
と
み
づ
か
ら
の
／
菰
貞
を
ま
も
る
心
に
は、
／
恋
も
や
が

て
は
い
た
ま
し
き
／
む
ご
た
ら
し
さ
の
力
の
み。
／
／
男
ご
こ
ろ
は
狼

の
／
餌
に
う
ち
勝
た
ん
ね
が
ひ
の
み、
／
兄
よ、
二
人
は
い
つ
ま
で
も

／
生
れ
の
家
に
の
こ
ら
ま
し

兄

を
と・
』
を
み
な

男
女
の
も
て
あ
そ
ぶ
／
恋
と
い
ふ
な
る
た
は
む
れ
も、
／
ま
こ
と
は

世
に
も
い
た
ま
し
き
／
性
と
性
と
の
あ
ら
そ
ひ
の
み。
／
／
わ
が
妹
だ

＂

に
う
べ
な
は
ば、
／
わ
れ
ら
二
人
は
天
つ
女
の
／
要
ら
ず
嫁
か
ぬ
消
ら

さ
に、
／
消
ら
さ
に
の
み
生
き
な
ま
し。

「
兄
」

の
方
も
ま
た、
そ
れ
に
応
じ
て、
恋
と
い
う
こ
と
を、
「
ま
こ
と
は
世

に
も
い
た
ま
し
き
／
性
と
性
と
の
あ
ら
そ
ひ
の
み」
と
断
じ
て
い
る。
「
消

ら
さ
の
み
生
き
な
ま
し」、
「
姿
ず
嫁
か
ぬ
き
よ
ら
さ
に、
／
き
よ
ら
さ
に
の

み
生
き
む
と
て」
と
いヽ

？決
意
は、
先
の
ト
ル
ス
ト
イ
の
提
唱
そ
の
も
の
を

思
わ
せ
る。
こ
の
よ
う
に、
兄
と
妹
が
泊
廉
潔
白
に
生
き
る
決
意
を
互
い
に

吐
露
し
あ
い、
二
人
は
互
い
の
非
婚
の
決
意
を
喜
ぴ
あ
う、
と
い
う
内
容
で

あ
る。

「
班
田
泣
堕
年
諮」
（
注
11)
の
明
治
三
二
年、
泣
艇
二
三
歳、
三
月
の
項

目
に
は、
「「
兄
と
妹」
（
愛
妹
と
呼
ん
で
特
歌
の
手
ほ
ど
き
を
し
た
四
歳
年

少
の
隣
家
の
長
女、
三
宅
庶
に
膀
っ
た
長
揖
詩）」
と
あ
る。
時
の
最
初
に、「
と

こ
し
へ
に
照
り
わ
た
る
天
つ
日
の
も
と
御
材
ハ
幸
福
に
あ
る
べ
し、
然
り
わ

れ
ハ
そ
を
祈
る
ぺ
き
ぞ」
と
い
う
言
菜
が
添
え
ら
れ
て
い
る
（
注
12)。

男
女
の
精
神
的
で
消
ら
か
な
愛
の
あ

り方
を
「
兄
妹」
と
い
う
呼
称
で
と

ら
え
る
表
現
に
は、
先
の
ト
ル
ス
ト
イ
の
思
潮
な
ど
に
影
響
さ
れ
た
こ
の
時

代
の、
特
に
若
い
知
識
人
達
の、
恋
愛
に
対
す
る
志
向
の一
典
型
が
示
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か。
簿
田
泣
塑
の
詩
を
愛
読
し
て
い
た
晶
子
も、
こ
の

「
兄
と
妹
J

と
い
う
男
女
の
あ
り
方
に
共
惑
を

洸え
た
の
で
は
な
い
か。

品
子
自
身
も、
関
西
脊
年
文
学
会
の
同
人
で、
淡
い
憧
れ
を
抱
い
て
い
た

河
野
鉄
南
を、
柑
簡
中
に
「
お
兄
椋」
な
ど
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
な
ど
が
想

起
さ
れ
る
（
注
13)。
品
子
の
歌
に、

御
手
御
手
に
し
ひ
て
も
白
き
花
も
た
せ一
の
兄
上
な
か
の
兄
と
云
は
ば

（
拾
逍
明
治―――
四
年
囮
／
「
明
星」
明
治
三
四
年
五
月）

如
何
に
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と
い
う
例
が
あ
る
が、
こ
の
歌
も、
そ
う
し
た
領
向
を
ふ
ま
え
る
と
理
解
し

や
す
い。
一
首
は、
二
人
の
男
性
に
向
か
っ
て、「
し
ひ
て
も」
と
言
う
よ
う
に、

敢
え
て
恋
の
対
象
と
せ
ず
に、
そ
の
関
係
の
梢
廉
な
こ
と
を
象
徴
す
る
「
白

き
花」
を
持
た
せ
て、
「
兄」
と
呼
ん
だ
と
し
た
な
ら、
あ
な
た
方
は
「
如

何
に」、
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か、
と
こ
れ
は、
「
妹」
の
立
楊
か
ら
呼
ぴ
か
け

．
て
い
る
の
で
あ
る。

四
「
み
だ
れ
髪」

同
時
代
評
を
め
ぐ
っ
て

先
に
見
た
よ
う
に、
新
体
詩
「
尼
が
紅」
一
箭
か
ら
も、
泣
堕
の
新
体
詩

の
『
み
だ
れ
髪」
へ
の
影
需
の
少
な
く
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た。
そ
の
よ

う
な
影
野
関
係
を、
同
時
代
の
評
者
は
ど
う
読
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
か。
次

は
『
み
だ
れ
嬰」
発
刊
の
翌
々
月
の
評
で
あ
る。

今
や
品
子
の
「
み
だ
れ
梃
j

を
批
評
す
ぺ
き
顛
序
と
な
り
ぬ、

鳳
品
子

其
人
の
名
を
冊
く
毎
に、
幾
多
の
批
評
家
は
日
く、
や
は
肌
派、
日
<

口
つ
け
派
と、
斯
の
如
く
し
て
或
は
拳
を
其
面
に
加
へ
む
と
欲
し、
或

は
爪
を
そ
の
後
影
に
弾
く、
明
治
文
学
史
上
中、
巾
帳
の
出
づ
る
素
よ

り
多
か
ら
ず、
一
葉
の
盛
名
を
荷
へ
る、
彼
が
如
く
し
て、
砦
抵
の
随

ひ
到
ら
ざ
る
に
先
ち
て
逝
け
る
や、
徽
者
彼
が
た
め
に
之
を
至
幸
と
な

し
き。
品
子
に
至
り
て
は、
名
を
成
す
こ
と
未
だ
大
な
ら
ず、
而
し
て

識
出
縁
起、
却
て
そ
の
名
を
大
成
す、
我
之
を
以
て
又
萩
に
彼
が
た
め

に
至
幸
と
な
さ
ゞ
る
を
得
ず。
（
中
略）
公
等
乞
ふ、
近
い
て
「
み
だ

れ
促」
の
実
体
を
検
せ
よ。

「
み
だ
れ
要」
に
是
あ
り
「
病
み
ま
せ
る
う
な
じ
に
緞
き
か
ひ
な
捲
て

熱
に
乾
け
る
御
口
を
吸
は
む」
と、
然
れ
ど
も
公
等
は、
こ
れ
に
先
ち

て
世
に
公
に
さ
れ
た
る
藤
村
の
「
若
菜
集」
に
「
知
り
た
ま
は
ず
や
わ

が
恋
は、
云
、々
雄
々
し
き
君
の
手
に
触
れ
て、
阻
呼
口
紅
を
そ
の
ロ

に、
君
に
う
つ
さ
で
や
む
べ
き
や」
の
い
か
に
「
口
つ
け」
体
と
し
て

の
絶
好
椋
本
を
成
せ
る
を
知
ら
ざ
る
欺゚

「
み
だ
れ
嬰」
に
是
あ
り、
曰
く
「
や
は
肌
の、
あ
っ
き
血
汐
に
触
れ

も
見
で、
さ
ぴ
し
か
ら
ず
や
道
を
説
く
君」
と
然
れ
ど
も
こ
れ
に
先
ち

て
幾
多
の
物
諮
に
上
り
た
る
泣
班
の
「
硲
笛
集」
に
「
か
の
や
は
肌
に

『
'

手
を
触
れ
て、
底
の
泉
を
さ
ぐ
り
見
は、
天
の
淡
漿
か
枯
木
な
る、
男

の
知
ら
ぬ
趣
味
を
見
む」
の
い
か
に
「
や
は
肌」
家
の
開
山
な
る
か

を
竹
ず
や、
而
し
て
彼
に
在
り
て
は
無
上
の
敬
皮、
是
に
あ
り
て
は
無

下
の
煉
忌
「
く
ち
つ
け」
「
や
は
肌」
も
し
功
あ
ら
ば
彼
等
を
頌
せ
よ、

罪
あ
ら
ば
裔
く
ん
ぞ
彼
等
を
規
せ
ざ
る、
抑
も
彼
等
の
言
ふ
と
こ
ろ
必

ず
審
美
感
に
し
て、
是
の
謡
ふ
と
こ
ろ
党
に
実
惑
に
過
ぎ
ず
と
は、
公

等
如
何
の
立
証
あ
る、
抑
も
又
言
ふ
と
こ
ろ一
、
言
ふ
も
の
に
男
女
の

別
あ
る
が
た
め
に、

彼
を
舎
て
是
を
咎
む
と
は
言
は
む
か、

詩
国
の

俗
は
さ
る
窮
屈
な
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
べ
き
を
や。
（
略）
品
子
の
詩、

こ
の
他
に
語
句
の
末
に
於
て、
藤
村
泣
皿
に
似
た
る
と
こ
ろ
多
し、
（
中

略）

今一
ー
対
照
せ
ず
と
雖、
こ
の
点
に
於
て
「
我
歌
に
師
承
な
し」

と
放
言
せ
る
朗
治
氏
と
其
偲
傲
を
競
ひ
得
ず。

時
文
子
「
新
派
歌
人
評
論」
（「
文
廊」
明
治
三
四
年一
0
月）
（
注
14)
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「
鳳
晶
子」
の
名
が
こ
の
時
点
で
「
口
つ
け
派」・
「
や
は
肌
派」
と
喧
伝
さ
れ
「
或

は
拳
を
其
面
に
捕
へ
ん
と
欲
し、

或
は
爪
を
そ
の
後
影
に
弾
く」

と
中
侶
さ

れ
て
い
る
状
況
が
語
ら
れ
て
い
る。
「
明
治
文
学
史
上
」

で
は
「
巾
帳」、

女

性
が
活
躍
す
る
例
は
少
な
く、
一

業
が
盛
名
を
荷
っ
た
が
批
判
を
受
け
る
前

に
亡
く
な
っ
た
こ
と
を、
「
識
者」

は
一

葉
の
た
め
に
幸
迎
と
し
た
と
い
う

の
で
あ
る。

品
子
の
場
合
は
逆
に`
「
議
紺
縁
起、
却
て
そ
の
名
を
大
成
す」
と、

誹
膀
の
言
が
堕
し
か
っ
た
た
め
に、

却
っ
て
そ
の
名
が
知
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
と
説
明
し
て
い
る。
「
文
庫
」

の
評
者
は
そ
れ
を
「
又
籟
に
彼
が
た
め

に
至
幸
と
な
さ
ざ
る
を
得
ず」

と
酋
う。

文
中
の
「
公
等
j

は、

引
用
の
前

に
「
七
尺
の
丈
夫、
「
や
は
肌」

に
毛
起
し、

且
つ
「
口
つ
け」

に
駁
倒
し」

と
あ
る
部
分
を
受
け
て
お
り、
「
口
つ
け」
・
「
や
は
肌
」

は、

藤
村
・

泣
紹

に
先
例
が
見
ら
れ、

そ
れ
ら
を
褒
め
る
な
ら、
「
男
女
の
別
あ
る
が
た
め
に」、

晶
子
だ
け
非
難
さ
れ
る
の
は
お
か
し
い
で
は
な
い
か
と
い
う
主
旨
で
あ
る。

ま
た、
「
晶
子
の
歌`

こ
の
他
に
語
句
の
末
に
於
て、

藤
村
泣
雖
に
似
た
る

と
こ
ろ
多
し、
（
中
略）

今
―
一

対
照
せ
ず
と
雖、

こ
の
点
に
於
い
て
「
我

歌
に
師
承
な
し」

と
放
言
せ
る
拐
治
氏
と
其
侶
傲
を
競
ひ
得
ず」

と
し
て
い

る
。
「
我
歌
に
師
承
な
し
」

は、

服
部
拐
治
「
迦
具
土」
（
白
鳩
社

明
治
三

四
年
七
月）

の
自
序
に、
「
さ
れ
ど、

師
承
な
き
わ
が
詩
に
は、

猶
且、

若

き
生
命
も
あ
ら
む
か
」

と
あ
る
こ
と
に
よ
る。

拐
治
の
『
迦
具
土」

は、
「
文

廊」

の
同
文
中
に、

「
紫」
『
迦
具
土」

而
し
て
「
み
だ
れ
促
j
、
三
密
突
如
文
境
に
落
ち
来
り
て、

和
歌
の
一

大
剪
開
は
創
ま
れ
り。

と
見
え
る
よ
う
に、

鉄
幹
の
「
紫」
、

品
子
の
「
み
だ
れ
髪
j

と
同
時
期
に

出
版
さ
れ、

こ
の
「
＝＝
掛
」

が、
「
新
派」

を
代
表
す
る
歌
集
と
し
て
注
目

さ
れ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

右
の
「
文
血」

掲
戟
の
評
で
は、

多
く
の
言
説
が、
「
み
だ
れ
嬰」

の
「
ロ

つ
け」
・
「
や
は
肌
」

に
代
表
さ
れ
る
用
話
に
幻
惑
さ
れ
て
い
る
中
で、

早
く

か
ら
そ
の
独
自
性
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。

特
に、

評

者
の
指
摘
す
る
「
尼
が
紅」

の
用
語
と
品
子
の
短
歌
と
の
影
需
関
係
に
つ
い

て
は、

先
に
見
た
と
お
り
で
あ
る。

に
も
か
か
わ
ら
ず、
「
み
だ
れ
髪」

の
出
版
と
同
時
に
与
え
ら
れ
た
批
判

的
な
評
価
の
印
象
は
払
拭
さ
れ
る
こ
と
は
な
く、

こ
の
評
に
先
行
す
る、
「
み

だ
れ
髪
j

へ
の
誹
膀
の
言
説
を
代
表
す
る
「
心
の
花」
（
無
署
名
「
歌
集
総

ま
く
り

み
だ
れ
製」

／
竹
柏
会

明
治
三
四
年
九
月）

の
評
者
の
言
「
娼

妓、

夜
鷹
輩
の
乱
倫
の
言」

と
い
っ
た
誹
謗
こ
そ
が、

幾
度
と
な
く
引
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
る。

「
心
の
花」

の
批
評
で
は、

す
で
に
泣
班
の
「
尼
が
紅」

か
ら
の
表
現
摂

取
が
顕
著
な
例
と
し
て
挙
げ
た、
「
力
あ
る
乳」
（
「
み
だ
れ
嬰」

321)、
「
病

み
ま
せ
る
う
な
じ
に
繊
き
か
ひ
な
捲
き
て
熱
に
か
わ
け
る
御
口
を
吸
は
む
」

（
「
み
だ
れ
嬰」

373)
、
「
ひ
と
ま
お
き
て
を
り
を
り
も
れ
し
君
が
い
き
そ
の
夜

し
ら
梅
だ
く
と
歩
み
し
」
（
「
み
だ
れ
嬰
j

応）

等
の
短
歌
・

表
現
が
引
用
さ

れ、

作
者
で
あ
る
「
屈
品
子」

自
身
の
実
事
を
そ
こ
に
憶
測
し、

あ
げ
つ
ら

わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一

般
に、
「
み
だ
れ
促
j

の
同
時
代
の
評
価
と
し
て
は、

こ
の
「
心
の
花」
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が
「
時
代
的
な
無
理
解」

に
よ
り
誹
謗
中
協
し
た
一

方
で、
「
な
に
が
し
」

の
署
名
で
上
田
敏
が
「
明
星」

に
寄
稿
し
た
「
み
だ
れ
要
を
読
む」
（「
明
星」

明
治
三
四
年
一

0
月）

で
絶
賛
し
た、

と
さ
れ
る
の
だ
が、

私
は
こ
の
こ
と

に
も
疑
問
を
感
じ
て
い
る。

旧
稿
（
注
15)

で
既
に
論
じ
た
の
で
詳
述
し
な

い
が、

上
田
敏
「
み
だ
れ
髪
を
読
む
」

で
は、

後
に
「
み
だ
れ
髪」

の
代
表

歌
と
さ
れ
る
歌
は
ほ
と
ん
ど
評
価
さ
れ
ず、

古
典
に
依
拠
し
た
穏
当
な
作
品

を
引
用
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。

た
だ、

先
に
も
見

た、
「
や
は
肌
の
」

の
一

首
は
引
用
し
て
い
る
の
だ
が、

上
田
敏
は
次
の
よ

う
な
評
価
を
加
え
て
い
る。

此
集
の
基
絃
を
弾
じ
得
て
明
ら
かc
「
寂
し
か
ら
ず
や」

と
は
枯
淡
な

る
凡
骨
を
駕
り
得
て
妙。
「
第
一

の
石
を
投
げ
得
る
者」

世
間
幾
人
ぞ。

「
み
だ
れ
髪
を
読
む」
（
前
掲）

「
第
｝

の
石
を
投
げ
得
る
者」

は、
「
聖
宙
j

の
ヨ
ハ
ネ
伝
八
章
の
「
姦
淫
し

た
女
の
裁
判」

の
イ
エ
ス
の
言
葉
「
汝
ら
の
中、
罪
な
き
者
ま
づ
石
を
博
て
」

（
「
略
注
旧
新
約
全
宙」

典
文
教
会

大
正
五
年
六
月）

に
よ
っ
て
い
る。

上

田
敏
は
一

首
に
「
姦
淫
し
た
女」

の
存
在
を
想
起
し
て
い
た
こ
と
に
な
る。

「
心
の
花」

は、
「
こ
れ
が
御
婦
人
の
作
で
す
と
」

と、

作
者
が
女
流
で
あ

る
こ
と
を
前
提
と
し
て
評
を
成
し
て
い
た
が、

上
田
敏
に
し
て
も
「
女
性
の

作
と
し
て
」

と
い
う
但
し
柑
き
を
付
し
た
上
で
の
評
言
で
あ
っ
た。

ど
ち
ら

も、
「
み
だ
れ
髪」

に、
「
夜
鷹」
・
「
姦
淫
し
た
女」

と
い
う
性
的
に
放
埓
な

女
の
存
在
を
餃
ん
で
い
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

「
心
の
花」

に
よ
る
批
判
は、
先
の
「
枇
聞
臨
起、
却
て
そ
の
名
を
大
成
す」

と
い
っ
た
表
現
ど
お
り
に
機
能
し、
「
み
だ
れ
髪」

は
こ
の
非
難
の
文
脈
に

お
い
て
こ
そ、

確
立
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か、

と
い
う
印
象
を
受
け
る。

詩
の
先
駆
者
と
し
て
の
泣
照
は、

明
治
四
0
年
代
に
は
詩
の
節
を
折
り、

新
冊
人
と
し
て、

ま
た、
『
茶
話」

に
代
表
さ
れ
る
随
節
家
と
し
て
再
起
す
る。

藤
村
も
ま
た
新
体
詩
か
ら、
「
破
戒」
・
「
新
生」

の
小
説
家
へ
と
転
向
し
た。

晶
子
は、
生
涯
歌
を
詠
み
続
け
る
が、
先
に
も
引
用
し
た
自
選
の
歌
集
の
＿
あ

と
が
き」
（
注
16)

に
は、

絞
け
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る。

後
年
の
私
を
「
戟
か
ら
出
た
真
実
J

で
あ
る
と
思
っ
て
居
る
の
で
あ
る

か
ら、

こ
の
嘘
の
時
代
の
作
を
今
日
も
人
か
ら
と
や
か
く
と
い
わ
れ
が

ち
な
の
は
迷
惑
至
極
で
あ
る。

教
科
柑
な
ど
に、

後
年
の
作
の
三
十
分

の
一

も
な
く、

ま
た
質
の
甚
し
く
粗
悪
で
し
か
な
い
初
期
の
も
の
の
中

か
ら
採
ら
れ
た
歌
の
多
い
こ
と
で
私
は
常
に
悲
し
ん
で
居
る。

．

泣
菓
の
新
体
詩
と
の
比
較
を
通
し
て
み
る
時、
品
子
自
身
が
「
み
だ
れ
髪
j

が
先
人
の
模
倣
で
あ
る
と
言
明
す
る
の
は
尤
も
で
あ
る
が、
「
嘘」

と
退
け

る
述
恨
は、
か
つ
て、
「
女
性
と
し
て
」

非
難
を
浴
ぴ
せ
ら
れ、
「
「
み
だ
れ
嬰」

の
品
子」

と
し
て
位
慨
づ
け
ら
れ
続
け
た
こ
と
へ
の
弁
明
と、

抵
抗
を
思
わ

せ
る。

一

方、

泣
部
の
「
牲
笛
染」

は、

い
つ
か
忘
れ
ら
れ
た
詩
集
と
な
り、
「
み

だ
れ
要」

の
表
現
は、

新
時
代
の
屹
立
す
る
自
我
の
表
象
と
さ
れ、

そ
の
位

囮
を
超
克
す
る
こ
と
は、

晶
子
の
生
涯
を
賭
し
て
も
果
た
し
得
な
か
っ
た
と

言
え
よ
う。

こ
の
蘭
峠
の
上
に
こ
そ、
「
情
熟
の
歌
人
・

与
謝
野
品
子
の
「
み

だ
れ
嬰』
」

は
成
立
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か。
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五

お
わ
り
に

本
稲
は、
「
平
成
二
十
年
度

岡
山
大
学
言
語
国
語
国
文
学
会」
（
平
成
二

十
年
七
月
五
日）
に
於
て、
「
隙
田
泣
堕
「
硲
笛
染」
と
与
紺
野
品
子
「
み

だ
れ
嬰」
ー
新
体
詩
「
尼
が
紅」、『
み
だ
れ
邑
同
時
代
評
を
め
ぐ
っ
て
ー」

と
題
し
て
発
表
し
た
内
容
に
甚
づ
い
て
栢
を
起
こ
し
た
も
の
で
あ
る。
口
頭

発
表
は、
拙
秘
「
与
謝
野
品
子
の
短
歌
に
お
け
る
薄
田
泣
難
の
影
響
ー
新
体

詩
「
尼
が
紅」
（「
器
笛
梨」
所
収）
と
「
み
だ
れ
嬰」
の
描
い
た
尼」
（「
吉

備
地
方
文
化
研
究
j

（
就
実
大
学
吉
備
地
方
文
化
研
究
所
）

第一
八
号

ニ

•

0
0
八
年
三
月）
を
端
緒
と
し
て
お
り、
発
表
で
は、
前
稿
で
指
摘
し
得
な

か
っ
た
用
例
を
挙
げ、
本
稿
で
は、
薄
田
泣
部
顕
彰
会
事
務
局
の
三
宅
昭
三

氏
に
よ
る
災
科
を
参
照
し、
「
兄
と
妹」
に
関
し
て
も
言
及
し
た。

口
頭
で
の
発
表
時
に
紹
介
し
た、
渡
邊
護
先
生
に
よ
る
講
演
記
録
「
源
田

泣
巡
の
文

学ー
万
葉
集
か
ら
み
た
泣
凱
の
特
ー」
（「
源
田
泣
窟
頻
彰
会
会
報

泣
菓」
悌
六
号
（
平
成一
六
年
二
月））
に
よ
る
と、
上
代
を
想
起
さ
せ

る
泣
堕
の
特
の
表
現
が
意
外
に
も、『
万
菜
集」
ま
で
は
遡
り
得
な
い
こ
と
が、

「
泣
雖
は
明
治
の
頃、
古
い
言
莱
を
求
め
て
遡
っ
て
行
っ
た
の
で
す
が、
ど

う
も
出
会
い
の
場
所
は
「
源
氏
物
語」
の
辺
り
が一
番
濃
い
よ
う
で
す。
先

ほ
ど
の
（「
あ
あ
大
和
に
し
あ
ら
ま
し
か
ば」
の）
「
ま
し
か」
も、
平
安
以

降
の
言
業
で
す
か
ら、
「
万
菓
集
j

ま
で
は
行
か
な
い
よ
う
で
す」
と
指
摘

さ
れ
て
い
る。
私
自
身、
与
謝
野
品
子
と
「
源
氏
物
語」
の
影
梱
関
係
に
つ

い
て、
旧
稿
で
論
じ
て
き
た
こ
と
も
あ
り、
大
き
な
示
唆
を
与
え
ら
れ
た
思

．い
で
い
る。

ま
た、
泣
萬
の
側
か
ら
の、
品
子
へ
の
言
及
の
有
無
に
つ
い
て
ご
質
問
頂

い
た
が、
一
例
と
し
て、
大
正
三
年、
パ
リ
か
ら
帰
国
し
た
品
子
を
迎
え
た

折
の
随
箪
「
品
子
さ
ん
が
帰
っ
て
来
た」
（「
泣
巡
随
紐
集
j

寓
山
房
百
科
文

耶
43
一
九
九一一一
年
四
月）
が
挙
げ
ら
れ
る。
泣
座
が、
「
今
度
の
旅
行
の

途
次
な
り、
滞
在
記
な
り
を
読
ん
で
そ
の
た
ぴ
ご
と
に
失
望
さ
せ
ら
れ
た」

と
批
判
的
に
述
べ
て
い
る
こ
と
が
印
象
に
残
る。
ま
た、
昭
和
期
の
品
子
は、

優
れ
た
詩
人
の
名
前
を
列
記
す
る
中
に、
も
は
や
藤
村・
泣
陥
を
挙
げ
て
い

な
い
（
拙
税
「
与
謝
野
晶
子
の
短
歌
に
お
け
る
薄
田
泣
雖
の
影
響」
（
前
掲））。

多
年
に
亘
る
関
係
の
中
で、
究・
品
子・
泣
窟
ら
の、
表
現
者
と
し
て
の
互

い
の
評
価
の
変
化
が
思
わ
れ
る。
稿
を
改
め
て、
泣
班・
品
子
を
は
じ
め
と

す
る
近
代
詩
歌
に
お
け
る
古
典
摂
取、
表
現
者
と
し
て
の
泣
郎・
品
子
の
相

互
の
関
係
に
つ
い
て
研
究
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
る。

注
(
1)
松
村
緑
椙
「
薄
田
泣
班
年
謂」
（「
日
本
近
代
文
学
大
系

祁一
八
巻

土

井
晩
翠・
薄
田
泣
巡・
蒲
原
有
明
集」
角
川
也
店

昭
和
四
七
年＿二
月）
五
01

ー
五
0
二
頁

(
2)
薄
田
泣
巡
劉
彰
会
事
務
局・
三
宅
昭＿二
編
集
「
薄
田
泣
巡
顕
彰
会
会
報

泣
雖」
第一
四
号
（
平
成
二
0
年
二
月）
に`
「〈
芥
川
皿
之
介
究
科〉
記
者
会
見

の
報
告」
と
し
て
ャ汀
山
学
院
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科・
片
山
宏
行
教
授
が
報
告

文
を
寄
せ
て
い
る。
「
井
下
氏
〔
前
菊
池
究
記
念
阻
館
長

井
下
正
三
氏〕
は
三

宅
氏
〔
簿
田
泣
競
顕
彩
会
事
務
局
長

三
宅
昭
三
氏〕
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
っ
て

倉
敷
市
に
赴
き、
泣
詔
の
伽
遺
族
か
ら
市
に
寄
賠
さ
れ
た
と
い
う
「
薄
田
泣
逍
関

- 50 -



辿
究
科」
を
検
分、
そ
こ
に
芥
JII
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
近
代
文
学
者
の
原
賓

科
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て、
た
だ
ち
に
私
[
片
山
教
授〕
に
知
ら
せ
て
v
れ
た
の

で
あ
っ
た」
（〔
〕
内
引
用
者）
と、
こ
の
報
道
の
経
船
が
説
明
さ
れ
て
い
る。

こ
の
「
多
数
の
近
代
文
学
者
の
原
汽
料」
の
中
に
は、
泣
堕
と
親
交
の
あ
っ
た
与

謝
野
鉄
幹
（
究）
．
ann
子
の
掛
箇
等
も
含
ま
れ
て
い
る。
私
自
身、
薄
田
泣
狼
顕

彰
会
の
三
宅
昭一二
氏、
賓
料
を
管
理
す
る
倉
敷
市
文
化
振
典
課
主
任
の
秋
山
剛
氏

に
紹
介
頂
い
た
苔
簡
を
順
次
紹
介
し
た
い
と
計
両
し
て
い
る
（「
就
実
諭
叢」
（
ニ

0
0
九
年
三
月）
に
「
査
科
紹
介」
と
し
て
掲
載
予
定）。

(
3)
時
碑
建
立
の
経
緯
は、
松
枝
揺
「
泣
班
詩
碑
建
立
の
思
い
出」
（
薄
田
泣
雖

顕
彰
会
事
務
局

第一
版

平
成一
三
年
三
月
／
第
二
版

平
成一
四
年＿二
月）

に
詳
し
い。
松
枝
荷
氏
（
元
倉
敷
市
議
会
議
長・
前
倉
敷
文
化
連
盟
会
長）
は、

薄
田
家
の
主
治
医
で
泣
班
と
交
流
の
あ
っ
た
松
枝
新
を
父
と
し
て
い
る。
薄
田
泣

逍
顕
彩
会
の
初
代
会
長
―-]
宅
昭
三
「
第
二
版

あ
と
が
き」
同
甘）。

(
4)
「「
国
文
学
j

第
十
三
号
に
掲
げ
ら
れ
た
与
甜
野
鉄
幹
の

元な
笛
集

�
薄

田
泣
雖
君
を
想
秘
し
て

ーー」
と
題
す
る一
篇
の
詩
の
み
が
す
ぐ
れ
た
批
評
の
名

を
許
す
に
足
る
も
の
で
あ
る。
（
中
略）
鉄
幹
は
こ
の
新
進
詩
人
の
天
分
を
窃
＜

評
価
し
た
の
で
あ
る」（
松
村
緑「
第一一
章

詩
人・
前
期

五」
／「
薄
田
泣
狸
考」

（
前
掲

四
三
ー
四
四
頁））

(
5)
「
わ
が
子
の
名
前
と
由
来
（
ア
ン
ケ
ー
ト）
◇
子
供
の
名
と
名
附
親
の
名」

に
品
子
は
次
の
よ
う
に
回
答
し
て
い
る。

U
か
る

し
げ
↓

ヤ
ク

を

長
男
光
（
上
田
敏
他
士）、
二
男
秀
（
薄
田
泣
班
先
生）`

長
女
八
峠
（
森
恐

外
博
士）、
二
女
七
瀬
（
同
上）、
三
男
筋
（
良
人）、
四
男
ア
ウ
ギ
ュ
ス
ト
（
ロ

ダ
ン
先
生）。

以
上
子
供
の
名
と
名
附
親
の
御
名
と
を
認
め
て
差
出
し
ま
す。
そ
の
他
は

略
し
ま
す。

（「
主
婦
之
友」
（
第一
ー
巻
策一一
号、
一
九
二
七
年
二
月）
／
『
輿
謝
野
品
子
評

論
著
作
集」
第一
九
巻
（
龍
淡
魯
舎

二
0
01一
年
二
月

二
五
四
頁）

(
6)
与
謝
野
品
子
自
選
「
与
謝
野
晶
子
歌
集」
「
あ
と
が
き」
（
底
本

岩
波
文

即
旧
版
（
初
版
一
九＿
l
-

八
年
七
月
一
九
四．
竺
年

改
版）
岩
波
文
印
―――
六

一
頁）。

(
7)
石
塚
純一
「
金
尾
文
淵
堂
を
め
ぐ
る
人
ぴ
と
J

(
新
宿
柑
房
―1
0
0
五
年

二
月
―
一
頁）

(
8)
「
解
題

薄
田
泣
菫」
（「
明
治
文
学
全
集
五
八

土
井
晩
翠

薄
田
泣
班

蒲
原
有
明
染
j

筑
庶
柑
房

昭
和
四
二
年
四
月
一
t
i

九一
頁）
に
お
い
て、
矢
野

蜂
人
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る。

「
尼
が
紅」
の
数
節
は、
藤
村
の
「
お
く
め」
を
偲
ぱ
せ
る
が、
わ
け
て
も

前
者
の

み
e

,a

儘
よ
水
面
に
く
る
め
く
も、
／
吾
れ
金
色
の
羽
ふ
り
て、
／
紅
の
香
高
き

唇
を、
／
君
に
ふ
れ
で
は
止
む
べ
し
ゃ。

は、
後
者
の

し
り
た
ま
は
ず
や
わ
が
こ
ひ
は
／
雄
々
し
き
君
の
手
に
触
れ
て
／
嗚
呼
口

紅
を
そ
の
口
に
／
君
う
つ
さ
で
や
む
ぺ
き
や

を
原
型
と
せ
る
か
の
観
あ
り
（
中
略）
更
に
面
白
い
の
は、
「
尼
が
紅」
の

か
の
和
肌
に
手
を
ふ
れ
て、
／
底
の
泉
を
さ
ぐ
り
み
ば、
／
天
浪
漿
か、

か
ら

、、

枯
木
な
る
／
男
の
知
ら
ぬ
趣
味
を
見
ん

が`

与
謝
野
品
子
の
有
名
な

や
は
肌
の
熱
き
血
し
ほ
に
ふ
れ
も
見
で
さ
ぴ
し
か
ら
ず
や
辺
を
説
く
君

の
原
型
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
事
で
あ
る。

こ
れ
ら
の
例
の
他
に
も、
「
琵
琶
湖
畔
に
た
ち
て」
（「
叶な
笛
集」）
に、
「
あ
っ
き

血
汐
や
覚
ゆ
ら
め」
と
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い。
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(
9)
「
新
著
月
刊」
は、「
文
苺
雑
誌。

明治――1
0•
四
＼
三一
・
五。
通
巻一
五
冊゚

小
説
を
主
と
す
る
文
芸
雑
誌
で
（
中
略）
福
集
人
後
藤
寅
之
助
（
宙
外）
（
中
略）

詩
人
と
し
て
泣
巡
が
名
を
得
た
の
は
こ
の
誌
に
よ
っ
て
と
さ
れ
て
い
る」
（「
日
本

近
代
文
学
大
事
典」
第
五
巻

新
間・
雑
誌
（
講
談
社

昭
和
五
二
年

二
01――

ー
ニ
0
四
頁））

(
10)
「
み
だ
れ
嬰」
を
特
色
付
け
る
色
彩
表
現
に
関
し
て
は、
拙
稿・
加
古
美
奈

子
「
み
だ
れ
製
の
色
彩
表
現」
（「
岡
大
国
文
論
稿」
第
二
五
号

平
成
九
年
三
月）

で
論
じ
た。

(
11)
前
掲
注
(
l)
四
九
八
1
四
九
九
頁。

(
12)
松
枝
前「
泣
班
詩
碑
建
立
の
思
い
出」（
前
掲
注(
3)）
に
は、「「
お
と
ゞ
ひ」

ー
泣
雖
先
生
の
初
恋」
と
題
し
て、
「
兄
と
妹」
の
「
妹」
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る

「
三
宅
薫」
の
弟
で
あ
る
三
宅
干
秋
氏
か
ら、
泣
堕
が
蕉
に
賠
っ
た
「
お
と
ど
ひ」

を
譲
り
受
け
た
経
栂
が
語
ら
れ
て
い
る。
「
お
と
ど
ひ」
は、
「
兄
と
妹」
の
腑
わ

ば
私
家
版
で、
能
節
で
あ
っ
た
泣
塑
自
節
の
「
小
さ
な
手
音
き
の
本」
だ
と
い

う。
松
枝
氏
に
よ
る
と、
「
薫
さ
ん
は
明
治
十
四
年
生
ま
れ
で、
泣
班
先
生
よ
り

四
栽
年
下
で
す
が、
写
典
に
見
る
よ
う
に
美
し
い
方
で
あ
り
ま
す。
泣
煎
先
生
は

蹄
学
が
大
変
達
者
で
あ
り、
隣
の
家
の
干
秋
さ
ん
に
英
語
を
教
え
て
い
た
そ
う
で

す。
そ
う
い
う
関
係
で、
千
秋
さ
ん
の
お
宅
に
は
し
よ
っ
ち
ゅ
う
お
行
き
に
な
っ

て
い
ま
す」
（
同
由

二
五
頁）
と
い
う
関
係
で
あ
っ
た
と
い
う。
ま
た、「
お
と
ゞ

ひ」
に
は、
「一
番
上
に、
「
す
み
れ
に
泣
き
し
子」
と
由
か
れ
て」
い
る、
と
あ

り、
「
泣
班」
の
箪
名
の
由
来
と
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る。

．

(
13)
逸
見
久
美
「
第一
章

生
い
立
ち

第
二
節

娘
の
こ
ろ」
（「
評
伝・
輿

謝
野
鐵
幹
品
子」
八
木
世
店

昭
和
五
十
年
四
月）

(
14)

本
文
の
引
用
は、
逸
見
久
美
椙
「
近

代文
学
作
品
論
叢
由
4

与
謝
野
晶

子
『
み
だ
れ
嬰j
作
品
論
集
成
Ij
大
空
社
一
九
九
七
年）
に
よ
っ
た。

底
本
（
漢
字
の
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た）

「
定
本

輿
謝
野
品
子
全
集」
（
鋳
談
社

昭
和
五
四
ー
五
六
年）

短
歌
の
後
の
（
）
内
は
（「
歌
集
名」
同
全
集
に
よ
る
歌
番
号
／
「
初
出
誌
名」

初
出
年
月）
の
順
に
表
記
し
た。
同
全
集
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
歌
集
の
献
辞・

鉄
幹
の
歌
集
等
は、
『
鉄
幹
品
子
全
集
J

(
勉
誠
社

平
成
＝＿二
年）
に
よ
っ
た。

逸
見
久
美
椙
「
近
代
文
学
作
品
論
叢
世
4

与
謝
野
品
子
「
み
だ
れ
嬰
j

作
品

綸
集
成
1j
（
大
空
社
一
九
九
七
年―
一
月）

祠
田
泣
班
全
集

第一
巻

詩
泊
J

(
創
元
社

昭
和
＝＿
i

-

年＝
二
月）

「
森
笛
集」
（
金
尾
文
潤
堂

明
治
三＿一
年―
一
月）
は、
初
版
本
を
底
本
と
す

る
「
明
治
文
学
全
染

五
八

土
井
晩
翠

薄
田
泣
巡

蒲
原
有
明
集
J

(
筑
ほ

珈
房

昭
和
四一一
年
四
月）
に
よ
っ
た。

（
か
と
う

研
究
室
受
贈
図
書
雑
誌
目
録
＞

國
語
國
文
研
究
（
北
海
道
大
学
国
語
国
文
学
会）
―
-―-
三、
一
三
四

国
語
国
文
論
集
（
安
田
女
子
大
学
日
本
文
学
会）
＝
l

八

固
諾
と
教
育
（
長
崎
大
学
国
語
国
文
学
会）
三
二

国
語
の
研
究
（
大
分
大
学
国
語
国
文
学
会）
三
三

み
な
こ

(
15)
拙
桜・
加
古
英
奈
子
「
具
謝
野
晶
子
「
み
だ
れ
炭」
の
成
立
ー
「
み
だ
れ
堡

同
時
代
評、
輿
謝
野
品
子
と
夏
目
漱
石
の
表
現
比
較」
（「
岡
山
大
学
大
学
院
文
化

科
学
研
究
科
紀
要」
第
九
号
＝＿
0
0
0
年一二
月）

(
16)
前
掲
(
6)
に
同
じ。

就
実
短
期
大
学
跨
師）
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